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社会福祉学科教授山口雅功
　2006年3月末日をもって田代国次郎教授は，古希を迎えての定年によりご退職することに
なった。田代教授は，社会福祉学部開設3年目の1999年4・月に，社会福祉学部の充実・強化
と，大学院社会法祉学研究科設置のため，社会福祉学部に着任された。翌年の2000年には大学
院の社会福祉学研究科委員長に就任し，以後本年度まで委員長の重責におられた。立正大学の
定年規程により，70歳の古希を迎えたからといってまだまだ若々しく見受けられる田代教授
を，開設10周年を迎えたばかりの社会福祉学部にとって先生を失うことは，寂しさ限りない思
いでいっぱいであり，かつ残念無念と申さざるを得ない。
　以下，田代教授の経歴を「地べたを這いずる研究労働者に一古希・出会いと別れのドラマ
ー」（田代国次郎：2005，r野に咲く花のように一田代国次郎先生古希祈念論文集』）から先生の
歩み・考え方を学び，社会福祉学科主任としての惜別の辞を捧げたい。
　田代国次郎教授は立正大学文学部社会学科の卒業生である。したがって，社会福祉学部に
とっては先輩にあたる。先生は1935年10月に栃木県黒磯市にお生まれになり，その後北海道に
て小学校・中学校・就職・高等学校と少年時代を過ごされた後，1957年に立正大学文学部に入
学，4年後には立正大学大学院文学研究科修士課程社会学専攻に入学し，大学院院生という学
生身分と無給の副手をされながら日本の社会事業成立史を研究して来られた。先生の修士論文
の研究成果は，『日本社会事業成立史研究』『日本社会福祉の基礎的研究一都市下層社会の成立
とその状況一』として刊行されている。
　田代教授は，大学院修士課程を1963年3月に修了された後，1965年4月からの産業能率短期
大学専任講i師を経て，1967年4月には東北福祉大学専任講師として就任し，助教授期間を経
て，1975年には同大学教授となられた。東北福祉大学に就任されていた時期には，宮城県社会
福祉問題連絡協議会代表幹事や，東北ソーシャルワーカー協会副会長等の要職を歴任され，立
正大学文学部社会学科や立正大学保育専門学校に非常勤講師として勤務されておられた。先生
は東北の地で若い情熱を持って，現場と研究者，学生，市民等を交えての研究会で精力的に活
躍されてこられた。田代教授はその後，以前から「原爆スラム」の調査研究で訪れていた広島
の地に赴任することになる。1976年に広島女子大学に転任されたのである。広島の地でも日本
ソーシャルワーカー協会再建準備委員・無認可共同作業所（もみじ作業所）運営委員長・日本
社会福祉学会理事・広島いのちの電話理事等の学界や地域貢献をされてこられた。この広島で
は，先生の研究が人間の生活に関係した領域，すなわち「いのちjrくらし」「こころ」等の領
域に拡大しておられる。
　1990年には田代教授は，広島から南東北の地，福島に移られた。すなわち，福島大学教授
　（文部教官）として活躍されることになった。福島大学では，行政社会学部での研究教育のか
たわら，福島市・伊達町等の老人保健福祉計画アドバイザー委員等の地域貢献をされながら福
島大学大学院地域政策科学研究科の設置に尽力され，担当の大学院生を何回か送りだされた。
その後，田代教授は以前から住みたいと考えられておられた「人間裁判」の地，岡山県倉敷市
に移転され，倉敷市立短期大学教授に就任された。同短期大学での教鞭期間は立正大学社会福
祉学部からの要請により3年間という短い期間であったが，岡山県立大学非常勤講師や地域の
審議会委員等の要職をこなされておられた。
　立正大学社会福祉学部での田代教授は，1999年以降の多くの学生諸君が知っておられるよう
に，社会福祉学部では社会福祉学科の基幹科目である「社会福祉原論」や，社会福祉学科およ
び人間福祉学科の「現代福祉論」を担当され，ゼミや卒業論文の指導をされてきた。また，
2000年に新設された大学院では設立当初研究科の5本柱の一つを構成する「社会福祉論研究」
と「社会福祉論演習」を担当されている。これらの科目を先生から聴講できるのは本年度限り
となる。寂しい限りである。これら社会福祉学部・大学院で学んだ学生・院生の卒業生からも
先生の退職を惜しむ声が聞かれる。先生の温厚なお人柄から人気があった証拠であるが，必ず
しも温厚であるとは限らず，時には厳しく学生に接する時も見られた。
　立正大学での田代教授の評価は，研究教育の面ならず，大学の運営においても社会福祉学部
と社会福祉学研究科の発展に大きな寄与があった。立正大学全学委員会としては，図書館運営
委員を努められ，本学部においては着任して2年目の2000年5月に降ってわいた研究科委員長
の職務を引継ぎ，大学院の充実・強化に努められ，修了する院生の就職に大きな貢献をされ
た。院生の就職には先生お一人のみの力ではないが，先生の行動があってからこそ，他の教員
の模範となって大学院の成果が生まれたものと考える。前記「地べたを這いずる研究労働者に
一古希・出会いと別れのドラマー」において，田代教授は，「…：・・そのため，古希になっても，
やり残した仕事が山積みしている。しかし，私の人生にとって，残された時間，年月は限られ
ている。そこで，誰でもよいから，私のやり残した研究である地域社会福祉史，反戦・平和の
社会福祉実践運動史，：草の根福祉実践，アジア社会福祉研究等々を開拓，継続，発展させても
らえば誠に有りがたいと思っている。ところが現在，戦後多くの民衆，革新的な労働者，社会
福祉研究者等々によって，苦難のうちに闘い取ってきた，人間が人間らしく生き，人間に値す
る生活を営むという，人間としての権利，人権としての社会福祉体系化の原則とパラダイム
が，近年の社会福祉基礎構造改悪によって一変させられた。・ゼ…・」と述べている。
　田代国次郎教授の著書・論文の数は多数にのぼる。『野に咲く花のように一田代国次郎先生
古希祈念論文集』によると，立正大学に着任されてからでも，単行本の主著が10本，共著が8
本を数え，論文等が63本を数える。先生が如何に精力的に研究され，それを著書・論文として
発表されているかが知られる。
　最後に，田代教授の社会福祉学部・社会福祉学研究科に対する7年間のご功績に対して感謝
し，今後のますますのご活躍を祈念しつつ，惜別の情を表わすものである。
